
POINTING REQUEST MESSAGE
指向要求メッセージ

【内容】

本推奨規格は、宇宙機の運用において発生する指向要求について、要求情報交換のための標準フォーマットを定めたものである。指向要

求メッセージでは、ある座標系上である瞬間の物体の姿勢あるいはその物体に対して定義された軸の方向を指定する情報が格納される。本

フォーマットが対象とするのは指向要求の情報(ある時点で，ある期間中要素Aを物体Bに指向させること、という指示の情報)のみであり、実

際に指向を達成するために必要となる情報(ミッション制約の情報や収差、大気屈折、遅延の補正情報、指向方向の不確かさの除去に必要

な情報など)は含まれないことに注意する。

指向要求ではデータ構成が複雑になるため、本推奨規格ではXML形式のみがサポートされている。本推奨規格では、一般的な指向要求シ

ナリオについて標準テンプレートが用意されている。また、標準テンプレートで対応できないケースに対しては、本推奨規格で規定するPRM構

造の範囲内でケース固有の指向要求メッセージを作成することが可能である。
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【概要】

本推奨規格は、指向要求情報を記載するための標準フォーマットとして「指向要求メッセージ（PRM：Pointing Request Message）」を規定す

るものである。
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指向要求の例としては下記が挙げられる。

科学運用における指向要求例：
・惑星周回衛星に搭載された観測装置の視線方向を、惑星の日照箇所の縁に向ける

データ中継運用における指向要求例：
・所定の時間帯で、中継を行う宇宙機１の中継アンテナを中継サービスを利用する宇宙機２に向ける

各国宇宙機関およびJAXAの動向

海外では、ESA（欧州宇宙機関）が採用している。
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